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論文内容要旨
現在,歯科領域で用
性アタッチメントが
かし,これらの既製
形態のため補綴スペ
に確実に接着させる
 ある。
そこで著者は,永久
式クラウン・ブリッ
金鉄系磁石の合金
性を安定化するため
し,耐食性に優れる
や,アーク溶解で得
 れていない。
以上のような背景の
用いて内冠を,それ
今までにない,全く
目的とし,白金鉄系
 のである。具体的には
!)白金鉄系磁石合金鋳造体に及ぼす埋没材の種
2)白金鉄系磁石合金鋳造体に及ぼすSiおよびN鼓の
3)白金鉄系磁石合金鋳造体の吸引力に及ぼす着磁方法
 の順に実験を行い検討した。
その結果,白金鉄系
となった。また,最適
補綴学的に臨床応罵
 維持を磁力に求める可徹式クラウン・ブ
歯科鋳造により自由
く,有床義歯,歯科矯
与できる新しい磁性生
歯科学,医科学両分野において貢献するとこ
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審査結果要旨
 現在歯科領域では,希土類磁石をステンレス綱でシールした構造の既製磁性アタッチメントが有
 床義歯の分野で用いられている。
 しかしながら,この既製磁性アタッチメントを可撤式クラウン・ブリッジへ応用することは,既
 製が故に形態的に大きく補綴スペースに収納しにくい,磁石の体積分だけ補綴物の強度が低くなる,
 磁石を外冠に確実に接着させることは磁石の特性上難しいなどといった多くの問題を抱えており,
 臨床応用を難しくしている。
 そこで著者は,永久磁石合金を用いて外冠を,磁性ステンレス綱を用い内冠を,それぞれ歯科鋳
 造に作製し,その維持を両者閥に作罵する磁力に求めるという新しい可徹式クラウン・ブリッジの
 開発を試みることとした。
 現在,外冠の作製を可能にすると思われる永久磁石合金に白金系磁石合金が挙げられる。この合
 金は,Feと36～40at脇のPtを基本組成とし,これに磁気特性を安定化するため微量のNbを添加
 したもので,合金系磁石の中では最大の磁気特性を示し,加工性・耐食性が非常に優れていること
 が主な特徴とされている。
 しかし,これらの特性は吸い上げ法,あるいは,アーク溶解で得られた試料による結果であり,
 歯科鋳造で得られた試料を用いた研究は全く行われていない。
 以上のような背景のもとに,著者は,外冠自体が磁石となるという,今までにない発想のもとに
 設計された可徹式クラウン・ブリッジの開発を行うことを目的とし,特に,外冠に用いる白金鉄系
 磁石合金が,歯科鋳造用合金として活用可能かどうかを基礎的に検討している。具体的には,
 !)白金鉄系磁石合金鋳造体に及ぼす埋没材の種類と鋳型温度の影響
 2)白金鉄系磁石合金鋳造体に及ぼすSiおよびNbの添加効果
 3)白金鉄系磁石合金鋳造体の吸引力に及ぼす着磁方法の影響の順に検討を加えている。
 その結果,白金鉄系磁石合金の歯科鋳造を可能にする埋没材,鋳型温度,最適合金組成を明らか
 にすることができ,さらに,最適合金組成で作製したクラウン状試料において,その着磁方法を調
 整することによって,補綴学的に臨床応用を可能にする吸引力の値を得ている。
 本研究結果を基盤に,歯科鋳造による任意な形態の磁石の製作が可能になれば,クラウン・ブリヅ
 ジの分野ばかりでなく有床義歯,歯科矯正装置,インプラン1一などの歯科臨床全般への応用が考え
 られる。さらには,自由な形態が付与できる新しい磁性生体材料として,他の医療分野や工業界へ
 と幅広い貢献も期待される。
 よって本論文は博士(歯学)学位の授与に値するものと考えられる。
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